
画像データを対象とした特徴量類似度計量系
によるメタデータ自動生成方式の拡張
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本稿では，画像特徴量を対象とする類似度計量系 (Content-Based Image Retrieval, CBIR)を用
いて生成したメタデータを再構成することにより，対象画像データに対して適切なメタデータを構成
するフィルタ機能を実現するメタデータ自動生成方式の拡張方式を示す．我々は，既に，あらかじめ
既知のサンプル索引群を添付したサンプル画像群を CBIR システム上のデータベースに格納し，問
合せ画像群を当該システムに投入することにより得た画像間類似度を，類似するサンプル画像に対応
するサンプル索引に重み付けとして適用することにより，検索対象領域に最適化したメタデータを自
動生成する方式を提案している. 本方式はこれを拡張して，2 つ以上の互いに相反する概念を表現す
るメタデータが生成された場合に，新たなメタデータを再構成する処理を導入し，適切なメタデータ
を自動生成する拡張方式を実現した．実装においては，既存の CBIR システムをもとにメタデータ
自動生成フィルタの拡張方式を実現し，その検索エンジンへの適用可能性を実験により示した．

A Study on an Adaptive Metadata Generation Method for
Image Databases using Content Based Image Retrieval

Hideyasu Sasaki† and Yasushi Kiyoki††

In this paper, we present an adaptive filter for metadata indexing that is implemented on
content-based image retrieval (CBIR). We have implemented an automatic filter for metadata
indexing that is optimized to its domain of retrieval target. A CBIR system returns the simi-
larity degree to a requested image data against fundamental image files given with well-defined
sample indexes. The implemented filter applies the returned values to those sample indexes
as weights. The sample indexes given with weights forms a newly defined metadata to the
requested image file. In the case of ranking conflict, our method generates metadata that are
adaptive to selected domains to identify query images within at most two geometric types of
visual objects. We report several experimental results on the adaptive metadata generation
filter and its feasibility to be applied to the more advanced search engines.

1. ま え が き

本稿は，画像特徴量を対象とする類似度計量系

（Content-Based Image Retrieval，CBIR）を利用し

て，メタデータを生成するフィルタ機能を実現するメ

タデータ自動生成方式の拡張方式を示す. 膨大な画像

データを効率的に検索するためには，あらかじめ前処

理として，対象データに自動的な索引付け（indexing）

を行う必要がある1),2)．さらに，利用者が求める的確

な検索を実現するためには，人間が認識しうる形態の

メタデータを簡易に生成しなければならない3)．そこ

で，画像データ検索の前処理として，メタデータ自動

生成フィルタを構築することが課題となる．我々は，
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既に，あらかじめ既知のサンプル索引群を添付したサ

ンプル画像群を CBIR システム上のデータベースに

格納し，問合せ画像群を当該システムに投入すること

により得られる計量結果に，ノイズ情報除去のため閾

値処理を適用し，正規化処理，距離表現から百分比表

示の類似度への変換を行ったのちに得た画像間類似度

を，類似するサンプル画像に対応するサンプル索引に

重み付けとして適用することにより，検索対象領域に

最適化したメタデータを自動生成する方式を提案して

いる4),5).

しかし，CBIRの計量結果を単に処理するだけでは，

しばしば 2つ以上の互いに相反する概念を表現するメ

タデータが生成されることが分かっている．そこで，

我々は，既発表の方式を拡張し，互いに相反する概念

を表現するメタデータから共通項となる情報を発見

することにより，対象画像データに適切な新たなメタ
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データを再構成する処理を導入し，適切なメタデータ

を自動生成する拡張方式を実現した6)．実装において

は，既存のCBIRシステムをもとにメタデータ自動生

成フィルタの拡張方式を実現し，その検索エンジンへ

の適用可能性を実験により示した．以下，第 2章にお

いて，メタデータ自動生成フィルタの拡張方式を定式

化し，その実現方式を示す．第 3章において，実装方

式を示す．第 4章において，幾何図形画像データを対

象にした実験結果を示す．第 5章において，実験結果

を考察し，本方式の有効性を検証する．第 6章におい

て，結論を示す．

2. メタデータ自動生成フィルタの拡張方式

本章において，‘‘検索の前処理’’としてのメタデー

タ自動生成フィルタの拡張方式とその実現方式を示す

（図 1）. 既に提案したメタデータ自動生成方式は，

IMAGE DATABASE
WITH SAMPLE
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SAMPLE INDEX
DATABASE

SAMPLE INDEXES
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NORMALIZATION

THRESHOLDING

MEASURE CONVERSION

図 1 画像データ検索の前処理としての本方式概観
Fig. 1 Architecture of the adaptive metadata generation.

既知のサンプル索引群（Sample Indexes）を添付した

索引付サンプル画像データ群（Sample Images with

Sample Indexes）を格納した画像データベース (Im-

age Database)を構築する．CBIRの検索エンジンが，

新たに投入した問合せ画像データ群（Query Images）

と，索引付サンプル画像データ群の類似度を計量する．

得られた画像間類似度数を，対応する索引付サンプル

画像データ群のサンプル索引群に添付することにより，

重み付きサンプル索引群を構成する．この重み付きサ

ンプル索引群を，検索対象領域に最適化した新たなメ

タデータ（New Metadata）と定義する．

このとき得られた新たなメタデータが，しばしば 2

つ以上の互いに相反する概念を表現することがある．

例えば，直角二等辺三角形の問合せ画像データに対し

て，鈍角二等辺三角形と直角二等辺三角形の双方を含

むメタデータを生成するときである（図 2）. この場

合，直角と鈍角はひとつの画像に対して同時に生成さ

れてはならないメタデータであり，既存の方式ではこ
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図 2 誤りメタデータ生成の例
Fig. 2 Conflicting metadata generation.

れを誤りとして排除していた．しかし，誤りメタデー

タの中には，新たなメタデータを再構成できる共通項

となる情報（図 2では二等辺三角形）がある．さらに，

誤りメタデータを生成するにあたり，類似性が小さい

と判断されたサンプル索引群（図 2では鋭角二等辺三

角形と正三角形）は，直角と鈍角の二等辺三角形の小

グループを，二等辺三角形の大グループから峻別する

ことに利用できる情報である（図 3）. そこでこれら

QUERY IMAGE: OBTUSE ISOSCELES TRIANGLE

{ ISOSCELES ; TRIANGLE }

SUBCLASS
SAMPLE IMAGES

MAJ OR CLASS
SAMPLE IMAGES

{ ACUTE ; 
  ISOSCELES ;
  TRIANGLE ; 
  ANGLE 30O }

{ EQUILATERAL ; 
  TRIANGLE ;
  ISOSCELES ;
  ANGLE 60O }

{ RIGHT ANGLE ; 
  TRIANGLE ;
  ISOSCELES ;
  ANGLE 90O }

{ OBTUSE ; 
  ISOSCELES ;
  TRIANGLE ; 
  ANGLE 150O }

 { NOTNOTNOTNOT_EQUILATERAL ; 
   NOTNOTNOTNOT_ANGLE 60O  ;
   NOTNOTNOTNOT_ACUTE ; 
   NOTNOTNOTNOT_ANGLE 30O  }

図 3 共通項情報と峻別情報による新たなメタデータ再構成の例
Fig. 3 Major and subclass categorization for metadata

generation.

を利用してメタデータ自動生成の拡張方式を，以下の

プロセスで構成する．

プロセス – 1. 画像データ群とサンプル索引群の収集

本プロセスは，画像データ群とサンプル索引群の収

集を目的として，以下の 4ステップにより定義する．

簡単のため，サンプル索引群中の個別の索引への重み

付けは同一とする．具体的には，前もって画像データ

ベースに格納するいくつかの幾何画像（正三角形，正

方形）があり，それぞれに，明確な定義を反映したサ

研究会Temp
テキストボックス
－486－



ンプル索引（｛三角形，正多角形，角度 60度｝，｛正方

形，正多角形，角度 90 度｝）を添付するデータ操作

を，写像として定義する．

ステップ 1. (問合せ画像群 {Iı̇}の定義)（ı̇は自然数

の連続値）

{Iı̇} := {y|y = ı̇, ı̇ ∈ N}

ステップ 2. (サンプル画像群 {Î̇}の定義)（̇は自然

数の連続値）

{Î̇} := {x|x = ̇, ̇ ∈ N}

ステップ 3. (サンプル索引群 {Ŵ̇k}の定義)（̇と k

は自然数の連続値，
∏
は外積を表す．）

{Ŵ̇k} := {z|z =
∏
j∈N

{̇× {
∏
k∈N

k}}, ̇ ∈ N , k ∈ N}

ステップ 4. (索引付サンプル画像群 Î̇Ŵ̇
の定義)

{Î̇Ŵ̇
} := {

∏
j ∈ N

{Ŵ̇ × Î̇}}

プロセス – 2. 距離計量

問合せ画像データ群をCBIRシステムに投入し，索引

付サンプル画像データ群との距離 (structural distance

values)を計量する．具体的には，問合せ画像データ

群（アフィン変換した正三角形画像データなど）を，

CBIRに投入して，索引付サンプル画像データ群であ

る正三角形や正方形の画像データの距離を計量する．

ステップ 5. (距離 {Dı̇̇}の定義)

{Dı̇̇} := {d|d = dı̇̇ ∈ R : {ı̇̇} = {
∏
ı̇∈N

{ı̇× {
∏
̇∈N

̇}}}}

ステップ 6. (距離計量系 φの定義)（ここで，−→は写
像を表す）

φ : {
∏
ı̇∈N

{Iı̇ × {
∏
̇∈N

{Î̇Ŵ̇
}}}} −→ {Dı̇̇}

プロセス – 3. 距離から類似度への変換

計量した距離の逆比をとることにより直感的な類似度

に変換する．

ステップ 7. (類似度 Sı̇̇ の定義)（ここで,
∑
は総和

を表す）

Sı̇̇ :=





1 (whenDı̇̇ = 0)
1

Dı̇̇∑
j∈N

1

Dı̇̇

(otherwise)

ただし，計算規則として，以下に従う．
1

0
:= ∞;

∞
∞ := 1;

0

0
:= 1

プロセス – 4. 閾値処理

特定の値 tによる閾値処理をすることによりノイズ情

報を除去する．

ステップ 8. (閾値処理後の値 S̄ı̇̇ の定義)

S̄ı̇̇ :=

{
0 (when ∃Sı̇̇ < t; 0 < t ≤ 1)

1 (otherwise)

メタデータ自動生成フィルタにより計測した，新たな

メタデータを構成する正規化重み付け数値が t以上と

なるとき，当該数値を 1に近似する．ここで，正規化

重み付け数値のひとつを 1に近似するときは，他の重

み付け数値を誤差（外乱）とみなして 0とする．正規

化重み付け数値のいくつかを 1に近似するとき，的確

なメタデータ生成ができないと判定する．

プロセス – 5. 正規化処理

閾値処理の結果を正規化処理することにより，新たな

メタデータを構成するサンプル索引群の含まれる割合

を決定する．真に的確なメタデータが生成されたか判

定するため，一度正規化した数値を再度正規化する処

理を導入した．的確なメタデータ生成が行われたとは，

新たなメタデータを構成する正規化重み付け数値が，

1に近似し，かつ，当該数値に対応する索引付サンプ

ル画像データのもつサンプル索引が，投入した問合せ

画像のデータ生成の依拠する幾何学上の定義に則した

メタデータに合致するときと定義する．

ステップ 9. (正規化後数値 ||S̄ı̇̇ ||の定義)

||S̄ı̇̇ || :=
S̄ı̇̇∑

j∈N S̄ı̇̇

プロセス – 6. メタデータ自動生成（拡張前）

拡張前のメタデータ自動生成フィルタにより，最も類

似するサンプル画像に対応する正規化後数値を重み付

け数値としたサンプル索引群が新たなメタデータを構

成する．

ステップ 10. (正規化後数値を重み付けとしたサンプ

ル索引群 {Lı̇̇k
}の定義)

{Lı̇̇k
} := {

∏
ı̇ ∈ N

{
∏

̇ ∈ N
{||S̄ı̇̇ ||} × {

∏
̇ ∈ N

{
∏

k ∈ N
{Ŵ̇k }}}}}

ステップ 11. (拡張前の新たなメタデータMı̇の定義)

Mı̇ :=

{
Lı̇̇k

for ∃̇, such that S̄ı̇̇ = 1 (when
∑

j∈N {S̄ı̇̇} = 1)

0 (otherwise)
(for ∃ ı̇)

具体的には，アフィン変換した正三角形画像データを

CBIRに投入した結果，索引付サンプル画像データ群

に対する類似度が，表 1のように与えられたとする．
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表 1 類似度数の具体例（実験結果より抜粋）
Table 1 Exemplary structural similarity values based-on

CBIR computation.

サンプル索引群 類似度 正規化重み付け
正多角形，三角形，角度 60 度 0.00000125 0.999≈1

長方形，多角形，角度 90 度 0.00247 0.000506

円 0.139 0.00000899

鋭角三角形，三角形，角度 30 度 0.168 0.00000744

直角三角形，三角形，角度 90 度 0.780 0.00000744

鈍角三角形，三角形，角度 150 度 0.780 0.000001.6

正方形，正多角形，角度 90 度 0.824 0.00000152

上記の例においては，計算結果及び定義から，新たな

メタデータは，1×｛正三角形，三角形，角度 60度｝

として生成される．

プロセス – 7. メタデータ生成の拡張

拡張前のメタデータ生成において，誤りメタデータと

評価された中に存在する新たなメタデータを再構成で

きる共通項となる情報を，共通索引群（common la-

bels）とする．共通索引群が大グループを構成すると

き，類似性が小さいと判断されたサンプル索引群にお

いて，問合せ画像データを他の小グループから峻別す

ることができるとき，この小グループを構成する情報

を，差異索引群（distinctive labels）とする．

ステップ 12. (共通索引群 Lc
ı̇ の定義)（ここで ∩ は

キャップ積を表す）

Lc
ı̇ :=

{
∩̇{Lı̇̇k

} for ∀ ̇, such that S̄ı̇̇
= 1 (when

∑
j∈N

{S̄ı̇̇
} ≥ 2)

0 (otherwise)

(for ∃ ı̇)

ステップ 13. (差異索引群 Ld
ı̇ の定義)（ここで ∪ は

カップ積を表す．集合演算における上付線は補集合で

はなく否定子を表す）

Ld
ı̇ :=





{{∪̇{Lı̇̇k
}} \ {Lc

ı̇
}} for ∀ ̇, such that

{{Lı̇̇k
} ∩ {Lc

ı̇}} 6= ∅
(when{Lc

ı̇} 6= ∅)
0 (otherwise)

(for ∃ ı̇)

ステップ 14. (拡張後の新たなメタデータ {M̂ı̇}の定
義)

{M̂ı̇} := {{Mı̇} ∪ {Lc
ı̇} ∪ {Ld

ı̇ }}

3. 実 現 方 式

本章において，本メタデータ自動生成フィルタの拡

張方式の実装と，実験環境について述べる．実現方

式は，既存の CBIRシステム（ここでは，IBM社の

QBIC を使用7)∼9)）を利用したメタデータ自動生成

フィルタの拡張方式を実装した（図 4）．

DB2

QBIC

ImageExtender
PHP

QUERY
IMAGE

JDBC

JAVA

TRIANGLE ;
NOT ACUTE

...

TEXTUAL
LABELS
AS NEW

METADATA

図 4 本方式の実現
Fig. 4 An implementation of the proposed formulation.

本方式を実現するにあたり，画像の構造と色の特徴

量をもとに，類似度計量を行い画像データを検索する

CBIRシステムである，IBM社のDB2搭載のQBIC

を利用した．画像を，DB2データベースに，バイナリ

データもしくはパスとして格納し，この画像に対して

画像特徴量を格納するファイルを作成する．当該シス

テムは，画素（ピクセル）から得る特徴量を元に検索

を行う機構であり，画像特徴量を構成する平均色，ヒ

ストグラム，位置色，構造（texture）に対して，ユー

クリッド距離に基づいた類似度計量をする．本実装で

は，構造に対する画像特徴量の類似度計量系を利用し

た．類似度計量系は，問合せ画像と検索対象画像デー

タベースに格納されている検索候補画像データ（索引

付サンプル画像）間の類似度を決定し，類似度数およ

び類似順位を明示した検索結果を与える．類似度数は，

クエリとして指定した問合せ画像がもつ特徴量（ここ

では，構造）の数値と，バイナリデータとして格納さ

れた画像特徴量との間の距離として算出され，0に近

い数値が，問合せ画像と同一または類似度が最大を表

し，数値が大になるほど，類似度が小（相違度が大）

となる．

実装においては，PHPと JAVA言語を使用し，以下

のようなメタデータ生成フィルタを，Windows2000

Service Pack 3 上に，IBM 社 ThinkPad S30(CPU

Pentium� 600MHz メモリ 128MByte)を使用して，

全てローカルホスト上に構築した．メタデータ自動

生成フィルタのコード量は，約 2000行であり，Java

（J2SDK1.4）と Apache(1.3.26)モジュールとしての

PHP（4.2.1）により実装した．格納する索引付サン

プル画像データベースと QBIC のデータ通信を可能

にするため，ローカルホスト上に Apacheを起動させ

る．問合せ画像の所在を示すパスを，PHPにより出
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力し，HTML フォームにデータ入力する．このデー

タフォームを実行させることにより，PHPから Java

プログラムを起動する．JDBCを用い，DB2データ

ベースに接続することにより，クエリとして問合せ画

像を入力する処理が実行される．DB2 の内部におい

て，QBICが，所与の索引付サンプル画像データ群と，

クエリとして入力された問合せ画像群の類似度を比較

計量し，結果を数値として返す処理を行う．この数値

を，本方式の正規化重み付け数値計算アルゴリズムを

実装したメタデータ自動生成フィルタとその拡張方式

に入力し，新たなメタデータを，PHPにより HTML

形式で表示する．

アルゴリズムの概要は，以下の通りである．

( 1 ) 索引付サンプル画像データ群構築

サンプル画像データ群を，幾何学上の定義に

沿って自動生成した．生成した画像データは，

例として正三角形，円，正方形など人工構造物

を構成する単純なものを選んだ．これらの画像

を，データベース上にバイナリデータとして保

存した．

( 2 ) サンプル索引群の添付

サンプル画像データ群に，あらかじめ自明なサ

ンプル索引群を，具体的には，正三角形画像デー

タには，｛正三角形，三角形，角度 60度｝とし

て添付した．簡単のため，索引のそれぞれの重

みは，1としたが，これは変動可能である．

( 3 ) メタデータ自動生成フィルタの拡張方式の構築

当該システムは，画像間の類似度数を，最大の

類似度を 0として計量する．そこで，本方式の

定義に従った新メタデータ構成のため，正規化

重み付け数値の計算アルゴリズムを実装した．

本アルゴリズムにおいては，重み付け数値に対

して，閾値（0.95，0.40）を導入して正規化およ

び再正規化する処理を行うが，閾値の設定によ

り，さらに最適化をゆるす拡張性をもつ．さら

に，拡張方式を適用するモジュールを構成した．

( 4 ) メタデータ自動生成後の変換結果確認システム

の構築

実験に利用するため，メタデータ自動生成後

の変換結果を，問合せ画像データ群に対するメ

タデータ生成の経過を示した HTML形式のリ

ポートを行うシステムを構築した．

4. 実 験

以下の実験は，CBIRシステム（本稿では，QBIC）

上に，メタデータ自動生成フィルタの拡張方式を適用

することにより，CBIRの自動索引付け機能を利用し

た，簡易で効率的な，かつ，CBIRの性能の範囲内で

最大限に，人間の認識しうるメタデータを精確に添付

する，検索の前処理機能としてのメタデータ自動生成

機能の実現可能性を示すことを目的とする．ここで，

所与の索引付サンプル画像データ群が，メタデータ自

動生成フィルタ適用対象領域（ドメイン）の典型的な

サンプル索引とサンプル画像を全て含んでいることを

仮定する．実験対象画像データの生成は，以下のよう

に行った．本実験で用いた画像は，幾何的な定義に従

い自動生成した 300×300ピクセルのビットマップ形

式の画像である．各 100×100ピクセルの 3×3マスを

用意し，基本図形 10種類（円，楕円，正三角形，正

方形，長方形，鋭角三角形，直角三角形，鈍角三角形，

台形，ひし形）をデータ操作（平行移動，右 90度回

転アフィン変換）し配置した BMP 形式と JPEG 形

式の画像データファイル計 360個を構成する (図 5)．

行った実験は，上記の画像に対する，メタデータ自

TRANSLATED
SAMPLE IMAGES

AFFINE TRANSPORTED
SAMPLE IMAGES

図 5 実験画像の例
Fig. 5 Images for experiment.

動生成フィルタの処理実行時間と処理精度の計測であ

る．処理実行時間とは，データ操作を行った問合せ画

像データに対して，メタデータ自動生成フィルタによ

る新たなメタデータ生成処理を開始した時刻から，当

該処理を終了した時刻の差分である（単位秒）．処理

精度とは，それぞれのデータ操作において，全体の結

果に対して，投入した問合せ画像のデータ生成が，依

拠した幾何上の定義に則した的確なメタデータを，正

規化重み付け数値 1とともに与えられる比率である．

実験の結果，360の原画像データ群を利用して作成

した 900の問合せ画像群に対して，80%の精度で適切

なメタデータを生成し，平均としては，1画像の処理

に 9.866秒（CBIRの距離計量に 1.026秒，メタデー

タ生成に 8.840秒）かかった．
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表 2 処理精度の性能評価
Table 2 Evaluation on precision of metadata generation.

Image Format (Default/Exp Metadata Generation to Translated Im-

ages

Metadata Generation to Affine-transported

Images

ansive Indexing; Threshold) # Query Images Ratio # Query Images Ratio

BMP (Default; Threshold 0.95/0.40) 90 0.80 90 0.80

BMP (Expansive; Threshold 0.95/0.40) 90 1.00 90 1.00

JPG (Default; Threshold 0.95) 90 0.60 90 0.20

JPG (Default; Threshold 0.40) 90 0.60 90 0.40

JPG (Expansive; Threshold 0.40) 90 0.80 90 0.40

4.1 閾値処理と拡張方式の導入による生成精度の

改善

本実験は，処理精度を計測することにより，メタ

データ生成フィルタの性能評価を目的とする．ここで

は，閾値処理による生成精度改善について検討するた

め,0.95と 0.40の 2種類を用意した. また，それぞれ

について拡張方式の導入前と後の精度を計測した．表

2は，BMP形式と JPEG形式の画像ファイルについ

て，それぞれ平行移動，右 90度回転アフィン変換を

行った画像に対して実験を行ったメタデータ自動生成

処理結果の全般的な結果を示す．

閾値処理による改善は，JPEG形式における円と楕

円の例に顕著である（図 6）．
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図 6 閾値処理による改善
Fig. 6 Improved performance by thresholding.

方式の拡張による改善は，BMP形式における直角

二等辺三角形と鈍角二等辺三角形の例に顕著である

（図 7）．

4.2 処理実行時間の計測

本実験は，メタデータ生成フィルタの拡張方式の処

理実行時間を計測し，性能を評価することを目的とす

る．表 3は，BMP形式と JPEG形式の画像ファイル

について，それぞれ平行移動，右 90度回転アフィン

変換を行った画像に対するメタデータ自動生成処理の

拡張前と拡張後の結果の全般的な実験結果を示す（表

3）．
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図 7 方式の拡張による改善
Fig. 7 Improved performance by expansive indexing.

表 3 総平均処理実行時間（単位 s）
Table 3 Gross mean execution time: BMP and JPEG

image files b/f and a/f expansive indexing (s).

Format (Default /Ex-

pansive Indexing)

Elapsed Time of In-

dexing to Translated

Images (Second)

Elapsed Time of In-

dexing to Affine-

transported Images

(Second)

BMP (Default) 0.613 11.748

BMP (Expansive) 6.441 5.524

JPG (Default) 8.154 15.040

JPG (Expansive) 8.156 15.040

5. 考 察

メタデータ生成の結果は，閾値処理と方式の拡張に

より改善されている．閾値処理における適切な閾値の

選択により，総平均で 5%（60% から 65% へ）の精

度向上を見ており，方式の拡張により，閾値処理によ

る改善後，総平均で 15%（65%から 80%へ）の精度

向上を見ている．これらの実験結果は，人工物や図面

に見られるクリアなアングルをもつ実画像データに対

する適用の可能性を示唆している．しかし，上記の提

案方式によっても何らの改善を見られない問合せ画像

データ群がある（表 4）．これらのデータに適応可能

な方式の改善と実データへの適用実験が今後の課題で

ある．

6. お わ り に

本稿では，既に提案した画像特徴量を対象とする類
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表 4 改善が見られない問合せ画像データ群の例
Table 4 Unimproved performance on affine-transported

images in JPEG format

Type of Figure (Query

Image)

A/F Default Index-

ing

A/F Expansive In-

dexing

Right Angle Trian-

gle

8/9 Non-Zero Val-

ues a/f Threshold-

ing; Bad Labels (El-

lipse)

Not Generate Right

Labels

Trapezoid 3/9 Non-Zero Val-

ues a/f Threshold-

ing; Bad Labels (Cir-

cle)

Not Generate Right

Labels

Equilateral Triangle Non-Zero Values a/f

Thresholding; Bad

Labels (Rectangle)

Not Generate Right

Labels

Acute Isosceles Tri-

angle

Non-Zero Values a/f

Thresholding; Bad

Labels (Circle)

Not Generate Right

Labels

Rhombus Non-Zero Values a/f

Thresholding; Bad

Labels (Ellipse)

Not Generate Right

Labels

似度計量系を用いてメタデータを生成するフィルタ機

能を実現するメタデータ自動生成方式の拡張を示し，

その有効性を実験により確認した．本方式は，サンプ

ル索引群を添付したサンプル画像データ群を格納した

データベースを CBIR システム上に構築し，新たな

検索対象画像を，当該システムに投入することにより

得られる画像間類似度を，サンプル索引群に重み付け

として適用することにより，検索対象領域に最適化し

た新たなメタデータを自動生成するフィルタの拡張方

式である．実現方式は，既存の CBIR システムをも

とに，メタデータ自動生成フィルタの拡張方式を実装

した．実験が示すように，本方式は，既存のCBIRシ

ステムにおける類似度計量系の性能に依存する．実験

は，本方式が，クリアなアングルをもつ幾何図形に対

して人間の認識しうる形態のメタデータを自動生成す

ることを実証した．現在，拡大やぼかした画像の処理

に有効な CBIR システムを組み合わせ，的確なメタ

データ生成方式を実現する機構，複数の実画像データ

を含むデータに対するメタデータ生成機構を設計し，

本方式を元に，メタデータを投入するのみで，簡易か

つ的確に検索者の希望するデータを検索する画像デー

タベース検索方式の定式化と実装を行っている．
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